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資　料

長期欠席 と不登校 の 追跡調査研 究
2

保　坂
1

亨

AFOLLOW −UP 　SURVEY 　OF 　LONG 　ABSENCE 　AND 　PERSISTENT 　NON −ATTENDANCE

Toru 　HOSAKA

　　 In　thjs　follow−up 　surve き
・，　all　children 　iTl　elementary 　and 　junior　high　schools 　who

were 　absent 　from　school 　for　rnore 　than 　thirty　days　inone　schoo ｝year 　from　1989　to　l991

in　 a　 certain 　city 　were 　invcstigated．　 The 　results 　were 　 as 　follows ：   ln　elelnentary

schools ，1／30f　the　students 　who 　were 　absel ユt　from　school 　for　more 　than 　thirty　da　｝
rs 　in

one 　school 　 year 　ill　1989　 and 　1990　 were 　 a 玉so 　abscnt 　from 　school 　 for　 more 　tharl　thirLy

days　even 　the　following　year ．　 And 　half　of 　them 　were 　school 　non −attendants ，   ln

lunior　high　schools ，　half　of 　the　stude 航 s　who 　were 　absent 　from　school 　for　more 　than

thirty　days　in　one 　schc ）o 廴year 　in　1989　and ユ990　wcre 　also 　abse 【1t　frorn　schDo 】for　rnore

than 　 thirty　 days　 even 　 the　 following 　 year ．　 And 　 8G％ of 　 them 　 were 　 school 　 non −

attendants ．  20％ of　the　students 　who 、vere 　absent 　from　schoo 】for　more 　than 　thirty

days　ill　1989　were 　also　absent 　fronユ school 　for　morc 亡han　thirty　days　ill　one 　school 　year

the　next 　two 　 years ．

　　 Key 　words ：follow−up 　survey ，　long　absence ，　sch 〔，o1　non −attendance ．

問題 と目的

　従来か ら さ ま ざ ま な不登校の 予後 に 関す る 調査研 究

が 行 われ て い るが ，そ の ほ と ん ど は医療 な い し は教育

相談機関に 定期的 に 訪 れ て い た もの に 限 られ，当然少

数データ の 分析な い し は事例研究 的 なも の に と どまっ

て い る。しか も稲 村 〔199．D に よ れ ば ， こ れ ら の 多 くに

お い て そ の 後 の 社会適応 が良 い もの は，お よそ 1／3で あ

る と い う。し か し，大 高ら （1Y8s ＞は 1治療的に intensive

に か か わ り， 現在の 状 況 を
．
ト分 に 把握す る こ と が 可 能

な 症例 40」 に つ い て 平 均 14年の 追 跡調査 を行 い ，社 会

適応 が 良好 な群 が 19例，問題を持 ち な が ら適応 し て い

る群が 7例 ， 社会 生活 上問題 が あ る群 が 14例 と報告 し

て い る。そ して 同時に ，こ れ ま で の 内外 14の 予後研究

　 千葉 大学 教育 学部 〔Faculty　 of 　Education，（：hiba　Unii・ersity〕
2

本研 究 の う ち 1989，lgge年 度 の 調査 は平 成 1 ，2．3年度科学

　研究 費総 合研 究  「登 校拒否 の 様態別 指 導法 の在 り方 に関 す る

　研究 」 研 究 代表 坂 本昇
一

） の
一

部 と して 行わ れ た。

を概観 し 1
．
長期予後 に お い て も学校 へ の適応 は ， お お

む ね 良好 で あ る と い え る 」 と稲村 （1994） と は対立す る

見解を示 して い る 。 こ の点 に つ い て門 q994｝は ， 登校

拒否 の 追跡 調査研 究 24篇 を再検討 し て，対象ケ ー
ス の

違 い な ど 7 つ の 問題点を指摘し 「こ れ ま で の 調 査 研 究

を単純 に 合算 し て 登校拒否の 転帰 を論 じ る こ とは で き

な い 」 と結論 づ けて い る。

　一方， 学校現場 や教育相談機関で は ， 最終 的 に は本

入 の 希望 通 り高校 ・大学 に 進学す る な ど予後 の良 い 登

校拒否児が数多 くい る こ とを つ か ん で い るが
， その 実

態 を広 く調査研究 し た もの は あ ま り見 られ な い 。やは

り事例研 究 か
， 平 山 ら 〔1992），倉淵 （1992 ），明 里 （エ994）

な ど に見 ら れ る よ うな
一

相談機関の 調査 に とどま っ て

い る 。
そ う し た 中 で 東京都 立 教育研究所 （1985 ）は ， 都

内公立中学校 10校 に お い て 登校 拒否生徒 を中学 卒業後

半年 ま で 約 3年間追 跡 し た調査研究 を行 っ て い る。抽

出 され た生徒 は 「対 象校 に 在籍する生徒の うち ， 明 ら

か な身体疾恵 に よ る 欠席 お よび特 別な事 情 に よ る欠席
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を した生徒 は除 き， 2年の 1学期， 2 学期 の 欠席 日数

の 累 計が le日以 上 1 の 34人 で あ る 。 彼ら の うち 2 年時

の 欠席 日数 を基 に し て ， 3年時で 20％以上欠席が減少

した もの が 18人 ，20％以上増加 したもの が 10人 ， 増減

が 20％以内の もの が 6 人 で あっ た と報告 され て い る 。

　 ま た ， 文部省 の 学校基本調査 の 中 で は 「学 校 ぎ ら い 」

を 理 由 に 年間50 日 以上 欠席 し た もの の うち，その 年度

内 に 学校 に復帰で き た も の は小 学校 36．1％ ， 中学校

31．4％ と報告 され て い る （学 校不 適 応 調査研 究 協力者会議、

1990）。もち ろ ん 不 登校 の 子 ど もたち に と っ て ， 必 ず し

も学校復帰だ け が 目指 す方向 で は な い こ と は 言 う ま で

もな い 。 しか し， そ れ が ひ と つ の 目安 に なる こ ともま

た否定 で き な い 。実際，そ の 年度 内 に学校復帰で き な

か っ た残 りの 子 ど もた ち の う ち ， ど れ く らい が 翌年 に

復帰 して い る の だ ろ うか 。あ る い は，い っ たん不登校

に陥 っ た 子 ど も た ち は 年度 を越 え て どれ く ら い 欠席 を

続け て い るの だ ろうか 。

　 こ うした疑 問に 答え うる実態調査 に 基 づ い た データ

は未だ に 提出さ れ て い な い 。そ う し た 中で ， き ちん と

し た デ
ー

タが ない ま ま に 議論 さ れ て き た こ と で．保護

者 や 教育関係者 の 不安 を大 き くした 時期が あ っ た （稲

村，jg89 ；高岡 ・［［1登 ・川 端，1992〕D

　本調 査研 究 は ， こ う し た 面 で 今 まで ほ と ん ど 明 ら か

に さ れ て こ な か っ た長期欠席 と不 登校 の縦断的デ ー
タ

を提供 し，それ に 基 づ い て彼 らに 対 す る援助 シ ス テ ム

に 関す る提言を行 うこ と を目的 として い る 。 調査対象

は ， ある市
3
内 の 全公立小 ・中学校 に お い て，1989− 1991

年度 の 3 年 間 に 年 間3帽 以 上 欠席 し た 児童 ・生徒で あ

る 。 な お ， 本報告 で は，小泉 ｛1973） お よ び森田 （1991〕

を参考 に し て 「不登校 」を 以 下 の よ う に 定 義 して お く。

「不 登校 と は ， 生徒本人 な い しは こ れ を取 り巻 く人 々

が ，欠席な ら び に 遅刻 ・早退 など の行為 に 対 し て ，妥

当 な 理由 に 基 づ か な い 行為 と し て 動機 を構成 す る現象

で あ る 。j「具体的 に は ， 「妥当 な理 由』とは ， 病気，け

が ，事故，忌引 き，家庭 の事情 ， 出席停止 な ど，教 師

が 出欠記録 を と る際に 用 い ら れ る r欠席 取扱事項』に

認 め られ た 事由が こ れ に あた る。」こ れ を本調査 の 方法

に 即 し て よ り具体 的に い えば ， 1 年間の 欠席日数 が30

日以上 の長期欠席者の うち か ら，学級担 任の 指導記録

か ら明 ら か に 「不 登校」で は な い も の を除い て い く形

を と っ て い く こ と とす る 。

3
こ の 市 は都市部 と農村部 を持 つ 平均 的 な 大 都 市 で あ り，調 査

時点の 公立小 学校 在籍 者数 約45，00e人 、同 じ く公 立 中学校在籍

者 数約 ：ICi．OOO人 で あ る。

1． 方法 ・手続

調 査

　 Galloway （1985 ＞の 調査方法 を参考に して 以 ドの よ う

に行 っ た。

（1） 長期欠席児童 ・生徒 の 分類

　 こ の市内全公立小 ・中学校で 欠席 Er数が年間 30　El以
上 の 長期 欠席 児童 ・生徒全員 に つ い て ， そ の欠席理 由

と担任教師の 指導記録 か ら， 不登校に よ る 長期欠席 と

そ の 他の 理 由 に よ る 長期欠席 に 分類 した 〔保坂，19，J5）。

〈21 長期欠席児童 ・生徒 の 追跡

　 そ の中か ら小 学校 1 − 5 年生 と中学校 1− 2 年生 を

対 象 に
， 89− 90年度 と90− 9ユ年度 に お い て 2 年続け て

30日以 上欠席 し た もの を抽出 し， さ ら に 小学校 1− 4

年生 と中学校 1 年生 を対象に，89− 91年度 に お い て 3

年続 け て 30日 以 上 欠席 したもの を抽 出し て分析 し た。

2， 結果

　不登校 の も の と そ の他 の 理 由 に よ る 長期欠席の も の

とで は か な り ち が っ た 傾 向 を示 し， 小 学校 と中学校 と

で は 長期 欠席 に し て も不 登校 に して も きわ だ っ た ち が

い が あ る こ と が知ら れ て い る （保坂，1995）。 そ こ で ，以

下 に お い て は小 ・中学校別 に 不 登校 と そ の 他 の 理 由に

よる長期 欠席の 追跡結果 を示 して い くこ と に す る 。

〔1） 小 学校

  不 登 校

　 TABLE ！は ， 小 学校 に お い て1989年度 と1990年度 に

3  口以 上 欠席 し た もの が
， 翌年ど の よ うな欠 席状 態 に

な っ た か を不登校 と そ の他に 分 けて 示 した もの で あ る。

まず ， 不登校で は全体 の お よそ半数，89年度174人 中 88

人 （50．6％ ｝， 90年度 175人 中79人 （45．1％） が ，翌年 の 欠

席日数 を30日未満 に減 ら し て い る。よ り細 か く見 る と，
こ の う ち 30日 以 上 50日 未 満 で は お よ そ 6 割 〔89 年度 71

人中 42人 59．2％，90年度 70人 中 40 人 ：S7．1％） が翌年 の 欠

席日数 を30日未満 に減 ら し て い る
一

方 で ， 約 2割｛S9年

度 71人 中 14 人 19．7％、90年度 70人 中 1Z 入 ：17．1％ ）が 50凵

以 上 に 増え て い る。しか し ， 50凵以上 で は翌年 の 欠席 日

数 が 減 っ た も の と増え た もの は お よ そ 半々 （B9年 re・54

人対 49　h ．　go年度 44人対 61 人 ）で あ る 。 ま た ，2 年続 け て

50日以 上欠席 して い る も の は，お よ そ 3 割 （89年度 】74

人 中 49人 ： 28．2％、90年度 175人 中 61人 ： 34．9％ ） に の ぼ る。

　こ の う ち 89年度 に 30U 以 上 欠席 し た 不 登校の 174人

を学年別 に 追跡 した も の が TABLE 　2 で あ る 。 こ こ か ら

翌年の欠席 日数 を減 ら す もの の割合が 3 年か ら 4 年 に

か け て 急激 に 少 な くな っ て い る こ とがわ か る 。 また ，

学年 が 上が る に つ れ て ，と りわけ 5 年 か ら 6 年 に か け
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TABLE 豆　 小学校 の 不登校 とそ の他の追跡

90年度 の 欠 席状 況

30 日未満 30〜49日 50日以 上 ｝ 討

30〜 42 15 1塗 71

49 日 59．221 、119 ．6 100

不

50日 46 s 49 103

89 登
以上 44．7 7．7 47．6 Loo

年 校

度 88 23 63 174

の 計 50 ．613 ．236 ，2 loo

欠 30〜 263 56 23 342

席 49日 76．9 ユ6，4 6．9 10Q

状

況 の

50日 41 14 16 71

以 上 57．819 ．7 3．9 100

他
304 70 39 413

計 73．616 ．9 9．5 lG〔；

91年度 の 欠席状況

3D日 未満 30〜49日 50 日以 上 計

3D〜 4D 18 12 70

49EI57 ．125 ．7 17，1 lOO
不

50目 39 5 61 lo5
90 登

以 上 37ほ 4 ．8 58．1 100

年 校

度 79 23 73 175

の 計
・ 45 ．1 13．141 ，7 1DO

欠 30〜 2U 48 25 284

席 49日 74．2 16．9 8．8 100

状 そ

況 の

50日 461 　　 8 田 72

以上 63．9 11．125 、0 100

他
257 56 43 356

訓 72．215 ．712 ．1 lDD

上 段 ：人 数 　下 段 ：％

て 2 年連続 30日以 上 の 欠席者が増 え て い くこ とが よ く

わ か る 。

  そ の 他

　
一

方 ， そ の 他 の もの は 不登校 と ち が っ て 7 割以 上，

89年度 413人 中 304人 （73．6％＞t90 年度 356人 中 257人

〔722 ％｝が ，翌年の 欠席日 数 を3  日未満 に 減 ら し て い

る 。 さらに ，
こ の うち 2 年続 け て 5e日以上欠 席 して い

る も の は 89年度 413入 中 16人 （3．9％ ），90年度 356入 中18

入 （5ユ％〉 と きわ め て少な く， 実 数 で は 不登 校 の 約 113

に す ぎな い 。

　 しか し，
’
rABLE 　3 （89− 9D 年度 の み 掲載 ）の よ う に 翌 年

不 登校 か そ の 他 か と い う欠席理由 まで 含 め て 分析 す る

TABLE　2　 小学校 ・学年別 の 不登校の 追跡 （89〜90年度）

30日未満
・30〜49H　50日以上 1　 計

30〜49日

　　5

（62．5）
　　l　 I　 2

（12．5〕 〔25 、  ）

　8

（100）小 1

　↓

小 250 日以 卜

　 12

（66 ．6）

　　2

（11．2）

　　4

（22．2〕

工8

（100）

計

　 17

（65 ．5＞

　　3

〔1L5 ）

　　6

（23．0）

26

〔100）

30口未満 30〜49日 50日以上 計

30〜49日

　　8

（53、3）

　　2113

．3）

　　5

〔33 ，4）

ユ5

〔100＞小 2

　▼

小 350 巳以 上．

　 13
　　　　　　　「
σ 2．2）

　 1

（5 ．6＞

　　4

（22．2）

　16

（loω

計

　 21

｛63．6）

　 3

（9「1）

　　9

（27．3）

33

（100）

30口未 満 3D〜尋9El50 日 以 上 計

30〜49口

　　5145

．4）

　　4

（36，の

　　2

（18，2）

　11

（loo）小 3

　 ↓

ノ亅叫 50日以 上

　　4

（30．8）

o

〔0）

　　9

（69．2＞

13

（1  0｝

計

　　9

〔37．5）

　　4

（16．7）

　 ll

（45 ．8）

2導

（loo）

3D日未満 30〜49日 50日以 上 計

一

小 4

　　▼

小 5

30〜49日

　 11

（13．4）

　　2q3

，3）

　　2

（13．3）

15

（1  

5  目以 上

　　6

（28．6＞

　　3q4

．3）

　 12

（57．2）

21

（10D）

計

　17

（47，2）

　　5

（13．9）

　 14

〔3邑．9）

36

（IDO）

30H 未満 30〜49日 50日 以 上 計

30〜49 日

　B

（59．1）

　　6

｛272 〕

　　3

（B ．6）

22

（100）小 5

　 払

小 650 日 以 上

　 11

（33．3）

　 2

（3．ω

　20

（60 ．6）

33

（100）

計

　 24

（43．7）

　　8

くi4．5〕

　23

（4上 8）

　55

（loo）

上段 ：人 数 　 下段 ：％

と ， 翌年 も30日以上 欠席 した 109入 中31人 （28．4％） は ，

不 登校 に な っ て い る と い う点 は注 目しな くて は な ら な

い
。

こ れ は病気 （入 院）な ど 明 ら か に不 登校以外 の 理 由
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で長期 に 欠席 した場合で も， それ をき っ か け に翌年不

登校 に な る ケ ース が ある こ とを示 して い る。

  3年間 の 追跡

　TABLE　4 に 示 さ れ た通 り， 1989− 91年度に か け て 3
年続け て 30目以上 欠席 し た 小 学 生 は 74人 で あ り ， こ れ

TABLE 　3　小 学校 の 不登校 と そ の 他 の 追跏 89〜90年度〉

9睥 度 の 欠席 状況

不 登校 そ の 他

30〜49日 50日以上 30〜49日 50日以 上 計

3D〜 10 ユo 5 4 29

49H34 ．534 ．517 ．213 ．9100
不

89 登
50日 7 ・13 1 6 57

年
以 ヒ 12．375 ．4 ユ．810 、510D

校

度 1753 610 86

の 計 至9．86L67 ．Dll ．6100
欠 3G〜 11104513 7q

席 49日 13．912 ，757 ，016 ．4100
そ状

況 の
50日 ［ 913 7 3D

以 ヒ 3．330 ．o43 ．423 ．310  

他
12195820109

計 lLo 工7．453 ．218 ．41 【ID

上段 ：人 数 　下 段 ： ％

TABLE 　4　長期欠席者の 3 年間 の 追跡

19891990

　 　 ．うち そ の 他 の
　 　 ヨ

1991i 理 山に よ る 欠席

30日 以 上 lO624 ユ3i　 　 3　．

小 乳 ・350 日 以 ヒ 3064i 　　 l　r

30日以 上 1223 〔｝ 131　 　 3　．

小 2　 ・ 450 口以 上 3463i 　　 O　．

30日以 ヒ 993015i 　　 2　卩

小 3→550H 以上 261D6i 　　 O　，

30日以上 ユ1ア 5133i 　 　 8　．

小 4 →650 日以 上 3718Ili 　 　 。

30日以上 444 ユ3574i 　 l6　■

小 計 50 口以 卜 1274024i 　　 1

30日以 上 z201066gi 　 　 　 5　．

中 1→350 日以 上 ユ176553i 　　 D

30 日以上 6642411
　 　 ：

143 ：　　　 21
　　卩

総計 5αE亅以 上 224 エ。5　 7哲　　 1

は 3年間の 追跡調査の 対 象 とな っ た 89年度 に 年間30日
以 上 欠席 し た小 学校 1 − 4 年生 444人 の ユ6．7％ に あ た

る 。 しか し ， こ の うち不登校 の もの が 58人 を占め て い

る が， こ れ は 上 記  で ふ れ た 89年度は そ の 他 の 理 由に

よ る 欠席 で あ っ た もの が 90お よ び 91年度 に は，ある い

は 89お よび90年度 は そ の 他 の 理 由に よ る欠席で あ っ た

もの が 91年度 に は， 不登校 に な っ て しまっ た もの を含

ん で い る。従 っ て ， す べ て の 年度 に お い て 不 登校以外
の もの は 16人 で ある。また ， こ の 74人の うち 3 年連続

して 5  日以 上．欠席 した もの は24人 で あ り ， そ の うちす

べ て の 年度 に お い て 不登校以外の も の は わず か 1人 に

す ぎな い
。 さ ら に

， 3 年連続 し て 100日以 上欠席 し た も

の が 10人 （1年 2 入 ，3 年 3 人、4年 5人 ） お り ， 全 員 が 不登

校 の もの で あ る 。

　 TABLE　4 か ら 2年連続 と同様， 3 年連続欠席者 も学

年が ヒが る に つ れ ，また特 に 4 年か ら増え て い る こ と

が 見 て と れ る 。 先 の TABLE 　2 に 示 さ れ た 2 年連続 欠席

者が 5 年 か ら と り わ け 増 え る こ と を重ね て 考 え合 わ せ

れ ば ， 小学校低学年 q − 3 牢）と高学年 〔4− f 年）に ち が

い があ る と い え よ う 。

  　中学校

  不登校

　 TABT．y：　5 は
， 中学校 に お い て 1989年度 と／990年度に

30日以上 欠席 し た もの が，翌年 ど の よ うな欠席状態 に

な っ た か を 不登校 と そ の他 に 分 け て 示 し た もの で ある。

中学校 で は 小学校 と比 べ て そ もそ も不登 校が お よそ 2
倍 と多 い う え に ．そ の 6 割 以 、ヒ，89年度 4 3人中254人
｛63．0％｝，9  年度323人 中219．人 （67．8％）が 翌年も30H 以

上欠席 して い る 。 よ り細 か く見る と，30日以 と50日未

満 に お い て そ の お よ そ ］／3 （89 年度 94人 中 32人 二 34．2％．90

年度 62 人 中 22人 ：35．5％ ） が ，翌 年 は5｛〕日以上 欠席 して い

る。そ し て ， 2 年続け て 50日以 、ヒ欠席 して い る もの が

89年度 403人 中 202入 （50．1％ ），90年度 323人 中 176人
（545％）と半数以上 に もの ぼ り ， 実数で は 小学校の 3

− 4倍に も な る。

　 こ の うち89年度に 30日以上 欠席 した403人 を学年別

に 追跡 し た も の が TitBLE　6 で あ る 。 中 2 か ら中 3 に か

けて の 2年連続 30日以上 の欠席者 は中 1か ら 中 2 に か

け て の 約 2倍 ， TABLE　2 に 示 され た 小 学校 5 年 か ら 6
年 に か け て と比 べ ると 5 倍を越え る数 に な っ て お り，

中学校の 不登校 の 深刻 さ が 表われ て い る 。

  そ の 他

　
一

方 ， そ の 他の もの は や は り不 登校 とちが っ て 6 割

以上，89年度 189人 中121人 （64．O％〉， 90年度159人 中 102
人 （64．2％ 》 が，翌年 の 欠席 を30日未満 に 減 らして い る。
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TA肌 E　5　 中学校の 不登校 と そ の他 の追跡

90年度 の 欠 席状 況

30日未 満 30〜49凵 50日以 上 計

30〜 54 8 32 94

49 日 57．4 86 34．2 100
不

50日 95 12 2D2 309
89 登

年
以 上 30．7 3．9 55、4 lOO

校
度 149 zo 234 哇D3

の 計 37、0 4 ．9 58．1 lOO

欠 30〜 104 24 25 153

席 49日 68、O15 ．716 ．3 100
そ

状
5Dl「 ユ7 5 14 36

況 の
以上 47．21391 　 38．91 lo〔〕

他
121 29 39 189

計 64D15 ．320 ．6 100

田 年 度 の 欠席 状 況

30日未満 30〜49 日 50日 以 上 計

3D〜 28 12 22 62

49日 45．119 ．4 35．5 100
不

50日 76 9 176 261
go 登

年
以 上 29．1 3．4 67．4 100

校
度 104 21 198 323

の 計 32．2 6，5 613 100

欠 30〜 83 17 24 124

席 49 日 66、9 13．719 ．4 100
そ

状
5D日 19 o 16 3う

況 の

以 上 54 ．3 o 45 ．7 100
他

ユoz ユ7 4D 159

計
Il

　 642 10．725 ．2 100

上段 ：人 数 　下段 ：％

し か も ，
こ の うち 2 年続 け て 50日以上 欠席 し て い る も

の は 89年度 189人 中14人 （74 ％）， 9．0年度 159人 中 16人

〔10」％ 〉と きわめ て 少な く，実数で は不 登校の 1割以下

に す ぎ な い
。

　 し か し，小 学校 同様 TABLE 　7 （呂” O 年度 の み 掲載）の

よ う に 翌年不登校 か そ の 他 か と い う欠席理 由ま で 含め

て 分析す る と ， 翌年 も30日以上 欠 席 した 72人 中4G人

（55．6％〕は，不登校 に な っ て い る とい う点は注 目しな く

て は な らな い
。 小 学校 に 比 べ ，明 らか に 不登校以外の

理 由で 長期 に 欠席 し た場合 ， それ をきっ か け に 翌年不

登校に な る 割合 が か な り高 い こ と を 示 し て い る 。

  3 年間の 追跡

　 TABLE 　4 に 示 さ れ た 通 り ， 工989− −91年度 に か け て 3

年連 続して 30日以上欠 席した中学生 は 69人 で あ り， こ

TABLE　6　 中学校 ・学 年別 の 不登校の追跡 （89〜9  年度 ）

3G日未満 30〜49日 50口以 上 計

30〜49 日

24 　 i　 2
　　　　　　　1　 　 −
（64．9） （」 ．4）

　　ll

（29．7）

　37

（10G）中 1

　↓

中 250 日以 卜．

　36

（35 ，3）

　　5

（4．9）

　　61

（59、8）

lo2

（100）

計

　 60

｛43 ．2）

　　7

（5．0）

　　72

（51、8）

139

（10ω

30日未 満 30〜49日 50日以一ヒ 計

30〜49日

　 3D

〔52、6）

　　6

〔10．6）

　　21

（36．8＞

　57

（IDO）中 2

　1

中 350 日以上

　 59

（2呂．5）

　　7

（3，3）

141

（68 ．1）

207

（100｝

計

　 89

（33．7＞

　13

（4．9）

　162

（61．4）

264

（100＞

上段 ：人 数 　下 段 ：％

TABLE　7　 中学校 の 不登校 と そ の他の 追跡（S9〜90年度）

90年度 の 欠席状 況

不 登 校 そ の 他

30〜49口 50日以 上 3D〜49日 50日以上 計

30〜

49日

41

〔Lo2972541 （1．o37 ．5401   o
不

　
登

　
校

50 日

以 上

52

．319189 ．373 ．3115 ．1214100

計

93

．522

‘186

．6114 ．3145 ．525410G

89

年

度

の

欠

席

状

温

30〜

些9日

71322241
．51732 ，1713 ．253100

そ

　
の．

他

5D凵

以 Eoo

1157

．9526 ．3315 ，819 ユOD

計

79

．7　 13345 ．82230 、5lol3 ．972100

上段 ：人数 　 下段 ：％

れ は 3 年間 の 追跡調査の対象 と な っ た 89年度に 年間 30

日 以上欠席した中学校 1 年生 220人 の 31．4％ に あた る 。

こ の うち す べ て の 年度に お い て 不登校 以外 の も の は 5

人 に す ぎず，残 りの 64人 は （小 学校 同様 そ の 他 か ら不 登校

へ と欠席 理 由が か わ っ た もの も 含め て）不 登校 の もの で ある 。

ま た ，こ の うち 3 年連続 し て 50日以上欠席 した もの は

53人 で あ り ， 全 員 が 不登校 の も の で あ る 。 さ ら に ， 3
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年連続 し て 100日以上 欠席 した もの が 22人 に もの ぼ り，

うち 3人 は 3 年連続 して 200日以 ．ヒの 欠席 で あり，中学

校 3 年問 ほ と ん ど す べ て 出席 し な か っ た こ と に な る 。

考 察

1． 追跡デ ータの検討 ：小学校 と中学校の比較

　 TABLE 　l と TABLE 　5 を比較す る と明 ら か な よ う に ，

2 年連続3  日以 上 欠席 して い る もの は 小 学校 よ り も中

学校に 多 く，しか もそ の うち 2 年連続50日以 上欠席 し

て い る もの の 占 め る割合も中学校 に お い て 高い
。 さ ら

に注 目すべ き は，こ うした連続欠席者に お け る 不 登校

の 占め る割合が ， 小学校 と中学校で は 大 きくち が っ て

い る 。 す な わ ち ， 小学校で は 2年連続30R 以上欠席 し

て い る 児童 の うち不 登校 の もの は半数以 ド189− 9C）年 度

ユ95 人 中 86人 ： 44．1％ ；9〔〉
− 91年 度 195人 中 96人 ．49．2％〉 で

あ る の に対 し て ， 中学校 で は3／4（89
− 9〔咋 度 322人 中 254

人 ： 7S．9％ ；9〔ト 91 年度 276人 中 2王9 人 ： 79．3％） を越 え る 。

そ し て ， 小学校に お い て も 2年連続 50日以 上欠席 し て

い る 児童で は や は り3／4 〔8990 年度 6S 人 中 49 人 ：75．4％ 1

9卜 91 年度 79人 中 61 人 ：772 ％）が 不登校 の もの に な っ て

お り， 中学校 で は 9 割以 上 （89− 90 年度 216 人 巾 202 人 ：

93．5％ ；90− 91年 度 192人 中 ユ76 人 191 ．7％） に 達す る。

　 ま た ， 2 年連続 と同様に TABLE 　4 の 3年連続長期欠

席者 をみ て も，不 登校 の もの が 小 学校 に お い て は 74人

中 58人 （78．4％）で あ る の に対 し て ， 中学校 に お い て は69

人中 64人 （92．8％）を占め て い る。ち な み に 3 年連続 50日

以 上 の 欠席者 で は
， 小 ・中学校を含め て例外 的 な児童

1名を除 く全員 が不登校の も の で あ っ た。（なお ，こ れ ら

の 中 に は 明 らか に 不 登 校 以 外 の 理 由 に よ る 欠席 を き っ か け に 翌

年か ら不 登校 に な る ケ
・一

ス が か な り含 まれ て い る 事 実 も見 逃 す

こ と は で き な い 。〉

　結局，年度 を越 え て 長期 に 欠席す る もの の 多 くは不

登校の もの で あ り， そ れ は小学校 よ りも中学校に お い

て は っ き り し て い る。ま た 小 ・中学校と も に 3  日よ り

50日， 2 年よ り 3年 と， よ り長期化す れ ばす る ほ どそ

の 傾向が強 まる こ と が 確認さ れ た。従 っ て ， 中学校で

は む し ろ不登校以外 で 年度 を越 え て 長期に 欠席す る も

の が きわ め て 例外 的 とい っ て よ い だ ろ う。

　 さ ら に ， 小 学校 と中学校 の デ
ー

タ を検 討す る と ，

TABLE 　1・5 に 示 された よ うに ， そ も そ も年間欠席 3  日

以上 の 不登校 の 数 に お い て 中学校 は 小学校の 2 倍 と多

い う え に ， 翌年 も30日以上欠席す る もの の 割合を比 べ

て も小学校の 約 半数 に 対 して ， 中学校 は お よ そ 2／3に

な っ て い る 。 年間欠席50目以 上 の 不登 校 で 見て も， 小

学校 の約 4割が 翌 年 の 欠席日数を30口未満 に 減 らして

い るの に 対 して ， 中学校で は約 3割 に とどま っ て い る。
つ ま り ， 小 学校 に お い て も約半数が 翌年 も50日以上欠

席 して い る の に対 して ， 中掌校で は お よそ2／3に も の ぼ

る。こ れ に加え て ， 3 年間 の 追跡 データ か ら も中学校

の 不 登校 の 方が長期化 し や す い 傾向 が 明 らか に な っ て

い る 。

2． 不登校 の 援助 シ ス テ ム へ の 提言 ：長期化 した不登

校の 学校復帰プ ロ グ ラ ム の 検討

　 今回 の デ ー
タ の うち ， よ り細か く年間欠席 30H 以上

50日未満 の 不登校を小学校 と中学校 で 比較 し て み る と，

そ の 実数が か な り近 い うえ に 翌 年の 欠席 H 数 が 30日未

満に減る もの の 割合 もほ ぼ等 し い 。と こ ろ が ， そ の う

ち翌年 の 欠席 日数が 50日以上 に増え て し ま う もの の 割

合 は 小学校で は 2割 を切 る の に対 し ， 中学校 で は i／3を

越 えると い う大 き な ち が い を見 せ て い る 。 こ れ は 30日
以 上50『未満 の 欠席 と い う比 較的短期間 の 不 登校状態

に あ る もの が
， 翌年 よ り長期の 不登校状 態 に 陥 っ て し

まう割 合は ， 小学校 よ りも中学校 に お い て 高 い と い う

こ と を 示 し て い る。すなわ ち 小 学校 に お い て は， よ り

不登校 の 長期化 に 至 らぬ よ う な 援助 が 実 を結び，い わ

ば予防的 に くい とめ られ て い る の に対 して，中学校 で

は相対的 に くい と め きれ ず に い る こ と を示 して い る 。

同様 に ，小学校 に お い て も低学年よ り も高学年 に お い

て
， 長期化に 至 らぬ ような援助 が成功 し て い な い こ と

が， 4 年生以上 に お け る 不登校 の 定着化 を生 み だ し て

い る と 考 え られ る 。 そ し て ， お そ ら くこ の傾向は 30日
以．L50日未満 の 欠席 とい う比 較的短期間 の 不 登校状 態

に 限 らず，欠席 日 数 で い え ば も っ と 少 な い 不登校 「潜

在群」（保 坂，ig95）に もあ て は ま る こ と が 考え られ る。

従 っ て，中学校 に お け る 不 登 校問題 の 深刻 さ は ， そ の

数 の 大 きさ だ け に と ど まらず，予 防的な援助が 成功 し

て い な い こ と や ，い っ たん不登校に 陥 っ た もの が 年度

を越 え て 累積 し長期化 し て い く こ とに あ る と もい え よ

う。

　 さ ら に は，TABLE 　3 お よ び TABLE 　7 に 見 られ る よ う

に ，明 らか に 不登校以外の 理 由 に よ る 長期欠席を き っ

か け に 翌 年不登校 に な る割合が小学校 よ り も中学校 に

お い て 高い と い う こ と も注目に値す る 。 こ こ に は長期

欠席 → 学習の 遅 れ → 不登校 と い う悪循 環が見 い だ せ ，

そ れ が 学年進行 に つ れ て 高ま る こ と が 指摘で きる。不

登校 に せ よそ の 他 の 理由に せ よ 長期 に 欠席 した場合，

その 子 ど もは 当然学習 が 遅 れ る こ と に な る 。 こ の 遅 れ

を取 り戻す こ と は，質 量 ともに学年が ．ヒが る に つ れ て

難 し くな る こ とを考え れ ば，学年が 上 に な る ほ ど長期

欠席 → 学習 の 遅 れ → 不登校 と い う悪循環 に 拍車 が か か
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る の もうなずけ る 。 また ， 先 に述 べ た 小 4 か ら の 不 登

校 の 定着化，す な わ ち 小 4 か ら長 期化 に 至 らぬ 援助 が

難 し くな る こ と も こ の問題 と 切 り離 す こ と は で き な い

だ ろ う。従 っ て，学習 が 遅れ て し ま っ た 長期欠席 者に

対 し て ，
い か に そ の 遅 れ を取 り戻 す援助 が で き る か が ，

不 登校 解消 の ひ と つ の 鍵 と な る と い え よ う。

　 と は い え ， 年 間30日 以 上欠席 した 不登校 の も の で も

翌 年 に はお お よそそ の 半数が ， さ ら に そ の 翌年に は 8

割近 くが欠席 日数を 30日未満に 減 らし て い る。つ ま り，

数多 くの 不登校が 存在す る
一方で ， 現実に は か な りの

割合で学校に復帰 して い る こ とが 確認 さ れ た。こ の 結

果 は 先 に 引用 し た 大高 ら c1986）や東京都立教育研 究所

C1985）の 追 跡調査 とほ ぼ
一

致 し て い る 。 そ し て ， 年間

欠席で い え ば 50日 以 上 よ り も 3eH 以上 50日未満 に お い

て ， また中学校 よ りも小学校 ， っ ま り は高学年よ りも

低学年 に お い て 学校復帰率 は 高 くな っ て い る こ と が 明

らか に な っ た 。 逆 に い え ば ， 今回の デ ータ か ら学年 が

上 が る に つ れ て 長期化 しやす い 不登校 へ の対応の必要

性， と りわ け学習援助の 重要性が指摘 で き よ う。

　 こ うした中学校 に お け る長期化し た 多 くの 不登校の

存在 が，い わ ゆ る適応 指 導教 室 切 設置 を促 し て い る と

考 え られ る。 しか し， こ こ まで 厳し い 状況 に 至 っ て し

ま っ た 中学校 に お い て は，個 々 の 生徒 へ の 対応 と い っ

た レ ベ ル だ け で は な く， 長期的な視野 に 立 っ た 学校 レ

ベ ル ，ひ い て は地域 レ ベ ル に お け る総合的 な対 策が必

要 に な っ て き て い る と い えよ う。

　 例 えば こ の 調査対象の A 市で は ． 教育 セ ン タ
ー

の 教

育相談部門 に 常勤 相談 員 が 複数配置 され て お り， 個別

の 相 談 に 加 え て 不登校の 中学生 を対 象 とした週 3 日の

グ ル
ープ 活動 を行 っ て き た e ま た ， 88年度 よ り適応 指

導教室 が 設置さ れ ，
こ の グ ル ープ 活動 に 定着 し た も の

を適応指導教室へ ，さ ら に 適応 指導教室 に 定着 した も

の を も と の 学級 へ と 順次復帰 さ せ る 長期 的 な 援助 シ ス

テ ム が と ら れ は じめ て い る。そ の 際 に も，相 談部門 の

グ ル
ープ 活動や適応指導教室 の ひ と つ の 柱 として 学習

援助が重要視さ れ て い る。

　 こ う し た い わ ば 中間地帯 を利用 す る学校復 帰 プ ロ グ

ラ ム をひ と つ の 学校単 位で 考え れ ば ， 保健室 登校 に 代

表 さ れ る 教室 外登校 に 注 目す る こ と に な る だ ろ う 。

従 っ て，学校単位で 長期化 し た 不登校 の 援助 シ ス テ ム

を考え る に あた っ て は，学校全体 の共通理解 を前提 と

し た教室外登校 の 利用 を検 討 すべ き で あ り ， そ こ で の

学習援助が必要で あ る とい えよ う。一
方．中学校 に 多

く み ら れ る 年度 を越え て 長期化 し た 不登校の 援助 に あ

た っ て は，A 市 の実践 に み ら れ る相談機関の グル
ープ

活動 と適応指 導教室を組 み 合わ せ た よ うな ， 長期的 か

つ 総合 的 な学 校復帰プ ロ グ ラ ム が検討 さ れ る べ き で あ

ろ う。

お わ り に

　 こ の 調査 に よ っ て ， 3 年 間 に わ た る縦断的データ が

提出 さ れ ， 従来 の 所見 を確認 す る こ と が で き た 。
つ ま

り 2年間 な い し は 3 年間 と い う長期 間 で 見 た と き に ，

不登校 を も含 めた長期 欠席者の 多 くが 学校 に 復帰 し て

い っ て い る こ とが明 らか に な っ た。
一

方で，き わ め て

少数 なが ら 2年 ま た は 3 年と 連続 して 長期 に 欠席 す る

もの が い る こ と も確認 さ れ た 。 そ の 多 く は不 登校 の も

の で あ り，と りわ け中学校 に お い て そ の 深刻な現状が

見 え て きた。

　 1990年 12月 に 発表 さ れ た 文部 省 の 学校不適応対策調

査研 究協力者会議の 「登校拒否に つ い て （中 間 ま とめ ）」

で は ， 「登校拒否 は ど の 子 に も起 こ りう る もの で あ る」

と い う考 え方が うち だ さ れ た 。
こ れ は

， 教育行 政 が 従

来 まで 取 っ て い た考 え を変 え る タ ーニ ン グ ・ポ イ ン ト

と な る の で は な い か と 期待 さ れ 墺 地，1991 ＞，注目を集

め た 5。そ れ は と り も な お さ ず ，
こ う した立場 を と る こ

と が 「不登校」 の 問題 を学校教育 の 立場 か ら考 え ， 対

処 し て い く方向を 目指す こ と に ほ か な ら な い か ら で あ

ろう。こ こ ま で 深刻化 し た 「不 登校 」の 問題 に つ い て

は ， 個々 の 了ど もた ち へ の 対応 を考え な くて は な ら な

い の は もち ろ ん の こ と だが ， さ らに 1歩 進め て こ う し

た 現状 を学校 シ ス テ ム の 問題 と して 広 くとらえな お し，

総合的に 学校教育 の あ り方 を点検 す る作業が 必要 に

な っ て きて い る と い え る だ ろ う。
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